






 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 略 号 名    号 NTP 
長命連産 

効果 
乳代効果 

EBV 

決定得点 
父 

2 JP5H55552  2,626 122,665 133,742 0.91  

安定した実績、能力改良及び体型改良に優れた、収益性抜群の種雄牛！ 

長命連産効果第１位、産乳成分第７位、耐久性成分第７位、乳代効果第６位、乳量第８位、肢蹄第３

位、乳脂量第６位、ＳＮＦ量第９位、体細胞スコア第４位。 

14 JP5H55912 ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞﾚｰ ｽｰﾊﾟｰ ﾏﾝﾃﾞｨｰ ET 2,102 59,320 84,587 1.14  

「ルデイーミツシー」ファミリー。シド、スーパーサイヤ、モーグル等、高能力・高体型のファミリ

ー。乳成分率オールプラス！肢蹄及び乳器の改良は魅力！！ 

耐久性成分第４位、肢蹄第３位、乳器第８位、泌乳持続性第９位。 

なぜ後継牛が必要なのか… 

後継牛確保は、生乳生産を維持する上で大変重要です。 
導入でも生乳生産は維持できますが、初妊牛市場が高止まりを続けている中、以前

は導入経費を取り戻すまでに約３乳期かかると言われていましたが、飼料高騰等のあ

おりを受け、現状では約５乳期かかります。また、後継牛を作出することによって、宮崎
県の環境に適した牛づくりができ、そこには最も大切な愛情が生まれます。 

優秀な後継牛を作出するために 

生乳の生産性向上には、次代の能力を的確に高めることが大事であり、それ

がコスト削減や所得向上に繋がります。まずは、雌牛の遺伝的能力と血統を把

握すること、そのためには登録や牛群審査を受けることも大事です。そして、どこ

を改良したいのか具体的に決定し、それから種雄牛の選定を行います。その際

に参考になるのが、ＮＴＰ（乳用種雄牛評価成績）上位牛です。 

預託事業を活用した後継牛確保 

酪農経営においては、経産牛と接する時間がどれだけ多いかで、現状を把

握でき、適切な対応が取れ、病気や事故を減少させることができます。【牛さん

の観察が一番】 このため、効率的な後継牛確保において、酪農公社の預託

事業活用も有効な手段の１つです。今まで哺育・育成にかけていた時間を経産

牛の飼養管理充実へ向け、負担を大きくすることなく取り組めます。 

♂  推奨 乳用種雄牛紹介  （2016-8 月成績）  ♂ 

ＪＡグループ宮崎  ＪＡ宮崎経済連 


























